
▶所在地／仙台市青葉区八幡2-18-2
▶主な診療科目／内科・呼吸器科・消化器科・循環器科
▶医師・看護師・職員数／9名

健康経営優良法人認定／2025認定（ブライト500）

「有給完全消化」で、誰もが働きやすい職場へ
健康経営に取り組むきっかけ●

現院長が2018年に先代からクリニックを引き継いだ

際、経営者として課題に感じたのは離職者の多さで

した。周囲に気を遣って休みを取れない、残業を断

れないといった旧態依然とした働き方が主な原因で

はないかと考え、「有給休暇の完全消化」の義務化

を決断。「患者さんを元気にするには、自分たちか

ら」をモットーに、総合的な職場環境の改善を行う過

程で「健康経営」を知り、導入しました。

スタッフのほとんどが女性。長く働いてもらうために

は家事や出産・育児、介護などと両立しやすい環境

の整備が必須と考え、有給休暇を必ず取るルールを

設けました。気兼ねなく休めるように求人を強化しス

タッフを増員。人件費が増えても、将来的には必要

だと判断しました。

また栄養面のサポートとして、数年前まで休憩室に

野菜・総菜の宅配サービスを導入。現在はそれに代

わって月に数回デリバリーサービスを利用し、温かく

栄養豊富な食事を提供しています。健康面では自

院で実施していた定期検診を、より設備の充実した

健診センターに切り替え、希望によりオプション検査

の費用も負担しています。

⭐

注力している取り組み●

機会を捉えてはスタッフ一人ひとりとコミュニケー

ションを取っているものの、まだ十分ではないと感じ

ています。潜在的な課題を明らかにしたり、ニーズを

把握したりするため、今後は定期的な個人面談を検

討していきます。

取り組みの課題●

取り組みを始めてから離職者は出ておらず、求人

への応募も順調。10年以上働くスタッフは「格段に働

きやすくなった」と話し、リフレッシュなどを目的とする

有給取得も増えました。また、健康経営優良法人の

申請作業を通して、職場の課題を客観的に把握で

取り組みの効果●

院内の雰囲気は患者さんからも好印象

スタッフの皆さんの笑顔が、より良い医療の提供につながっています

はちまん石川内科クリニック
医療法人社団人愛会 石川内科 

今後の展望について

業務に追われる多忙な職

場にこそ、健康経営が重要だ

と思います。「スタッフが生き

生き働ける環境が、患者さん

の元気につながる」と信じ、継

続したい。患者さんから「来や

すいクリニック」と感想が寄せ

られるなど、院内の雰囲気も

良くなりました。今後は、運動

を取り入れた健康増進にも取

り組みたいと考えています。

多忙な職場にこそ重要な健康経営 

院長 石川一郎氏

きることもメリットです。

石川院長は「一人ひとり

がクリニックを良くしよう

と本当に頑張ってくれて

いる。健康経営によって

信頼関係を生み出せた

成果」と話しています。

特記事項：各取材先事業所さまには、上記の原稿でご確認いただき、校了をいただいております。
パンフレット制作の際は、配置、配色、書体、細部のデザイン処理など、上記原稿とは異なることをお伝えしていますが、
写真の配置場所・トリミングなどは、極力、上記に近いかたちでレイアウトしていただくようお願いいたします。


